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甲斐市立敷島北小学校 自己評価書（前期） 

 

平成２５年７月１９日 作成 

  校長  廣瀬 文武          記述者 職名（教頭） 河西 慶仁 

学校教育目標 「ともに学び ともに生きる 心豊かな子どもの育成」 

 ○知育 ・よく学び、よく考える子ども 

 ○徳育 ・思いやりのある子ども 

 ○体育 ・健康でたくましい子ども 

学校経営方針 

 ※基本：教師個々の資質・能力の向上と連帯と信頼による組織力の発揮    

１ 全職員が常に学校目標を意識するとともに、めざす「子ども像」「学校像」「教師

  像」を念頭に置き、その具現化に向けた教育実践に取り組む。 

２ 明確なビジョンを持ち、目標に向かって確実な取り組みを展開する。 

３ ＰＤＣＡサイクルを生かし、課題を明らかにして大胆な工夫や改善をしながら、よ

  り質の高い教育活動を構築する。 

４ 意欲的に研修・研究に取り組み、専門職としての資質能力の向上に努める。 

５ 特色ある学校づくり、信頼される学校づくりの実践に努める。 

１ 全体評価 

 

【教職員の自己評価から】 

・前回同様ほとんどの項目でＡ又はＢ評価であり、Ｃ・Ｄ評価がついたのは３項目（Ⅳ

３「キャリア教育を行っている」、Ⅳ５「職員間で生徒指導上の課題を共有した対応が

行われている」Ⅵ３「積極的に読書活動に取り組むよう指導に努めている」）であった。

前回の調査ではＣ評価が２項目にあり、昨年の前期においてもＣ評価は４項目であった

ので、今回も取り組むべき課題が数値として表れた。 

 

Ⅳ３            Ⅳ５           Ⅵ３ 

 

 

 

凡例       平成２４年  ６月実施    Ａ：そう思う 

           平成２４年１２月実施    Ｂ：ややそう思う 

           平成２５年  ６月実施    Ｃ：ややそう思わない 

           平成２５年  ６月実施    Ｄ：そう思わない 

 

・Ａ評価が１０ポイント以上向上した項目数は、全５１項目中２項目で、反対にＡ評価

が１０ポイント以上下がったのは、２２項目もあった。 

 具体的に項目を見てみると、向上した項目は、 
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Ⅲ９「年間計画に基づき、児童の実態に応じて道徳の授業を行っている」（＋１７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ７「日頃から家庭との連携が十分図れるように努めている」（＋１３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

であった。 

 逆に、下がった項目を見ると、 

Ⅰ６「Ｐ→Ｄ→Ｃ→Ａサイクルを生かした教育活動を行っている」（－１３） 

 

Ⅰ７「職場の福利厚生や健康管理について配慮がなされている」（－１５） 

 

Ⅱ４「校務分掌は、学校運営上機能している」（－１６） 
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Ⅱ５「職員会議に積極的に関わっている」（－１３） 

 
Ⅱ７「職務上『報告・連絡・相談』を行っている」（－１０） 

 
Ⅱ８「校内研究（研修）に主体的に関わっている」（－１６） 

 

Ⅱ９「自らの分掌の課題を明確にし、改善に向けた取り組みに努めている」(－１０) 

 
 Ⅱ１０「特別支援教育の校内体制を理解し、機能的に行われるよう協力している」 

（－１７） 

 

 Ⅲ１「民主的で規律ある学級・学年・学校集団づくりを行っている」（－１６） 
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Ⅲ２「児童生徒の学びの意欲を喚起する授業を行っている」（－２１） 

 
 Ⅲ４「個に配慮した授業を行っている」（－２１） 

 

 Ⅲ７「質問や発言が出てくる授業を行っている」（－２１） 

 
 Ⅲ８「宿題や家庭学習に対する指導を行っている」（－１２） 

 

 Ⅳ３「キャリア教育を児童生徒の実態に応じて行っている」（－２９） 

 

 Ⅳ４「問題行動の早期発見・早期対応ができている」（－３３） 
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 Ⅳ５「職員間で生徒指導上の課題を共有した対応が行われている」（－２８） 

 

 Ⅳ６「学校・保護者・地域及び関係機関との連携が図られている」（－１９） 

 

Ⅴ６「地域・保護者は、児童生徒の安全確保に努めている」（－１５） 

 

Ⅴ８「学校評議員制度や学校関係者評価委員会の話し合いの結果が学校教育に生かさ 

れている」（－１６） 

 

 Ⅵ１「児童生徒が進んで挨拶をするよう、指導に努めている」（－２４） 

 

 Ⅵ３「児童生徒が積極的に読書活動に取り組むよう、指導に努めている」（－１９） 

 

77  

23  

0  0  

95  

5  0  0  

67  

29  

0  5  

79  

20  

0  1  
0  

50  

100  

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

64  

36  

0  0  

86  

14  
0  0  

67  

33  

0  0  

66  

33  

0  0  
0  

50  

100  

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

71  

29  

0  0  

82  

18  
0  0  

67  

33  

0  0  

75  

25  

0  0  
0  

50  

100  

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

67  

33  

0  0  

86  

14  
0  0  

70  

30  

0  0  

67  

32  

1  0  
0  

50  

100  

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

62  

38  

0  0  

86  

14  
0  0  

62  

38  

0  0  

88  

12  
0  0  

0  

50  

100  

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

90  

10  
0  0  

82  

18  

0  0  

63  

32  

5  0  
0  

50  

100  

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 



- 6 - 

 Ⅵ４「学校行事に児童生徒が進んで取り組むよう、指導に努めている」（－１３） 

 

となっており、教職員の異動は少なかったものの、教職員間の意思疎通が十分ではなか

ったと思われる原因で評価が下がっている項目があった。特に「危機管理」、「生徒指

導」、「キャリア教育」及び「ＡＬＴの活用」に取り組むべき課題があることが明らか

になった。ただし、Ａ・Ｂ評価を合わせると、前回とほぼ同じ割合になることから、明

らかにＡ評価に付けるには自信がないが、ほぼ「よい」という判断が下されているもの

と思われる。さらにこれからの取り組みを大切にしたい。 

 

【児童アンケートから】                                    

・前回よりＡ評価が＋５ポイント以上上がったものは４項目あり、 

２「仲良く遊ぶ友だちがいる」（＋５） 

 
１１「宿題を忘れずにしている」（＋８） 

 

１３「家の人と学校での様子を話している」（＋５） 

 

２０「学校のきまりや約束ごとが守れている」（＋６） 

 
であった。 

・前回との比較で、Ａ評価が５ポイント以上下がった項目はなかった。 
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・数値的に改善されてはいるが、Ｃ・Ｄ評価の割合が高い（Ｃ＋Ｄ：２０％以上）項目

は、 

１０「授業中に質問や意見を言う」（２８％） 

 

１３「家の人と学校での様子を話す」（２１％、Ａ評価は５ポイントアップ。） 

 

２５「親子で一緒に本を読む」（６２％） 

 
という結果からは、自分の思いや考えを発表（表現）する自信がない子が比較的多いと

いう本校の実態が浮き彫りになった。また、家庭での親子のふれあいの時間が少なくな

ってきていることもうかがえる。これらの項目は、昨年度から取り組んでいる校内研究

のテーマにも関わることであるので、引き続き、研究や実践を積み重ねていかなければ

ならない。 

・児童のアンケートは、今年度から新しくなった設問がいくつかあるため、前回（前々

回）との比較ではなく、市全体との比較もして考察を行った。結果については、市全体

との比較でＡ評価が多かったものは、全２７項目中１１項目で、低かったのは８項目で

あった。 

・市との比較でＡ評価が５ポイント以上上回った項目は、 

１「学校が楽しい」（＋５） 

 
３「こまったときに相談できる友だちがいる」（＋６） 
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１１「宿題を忘れずにしている」（＋６） 

 

１７「地域の人に出会ったらあいさつをしている」（＋６） 

 

であった。 

特に、「宿題」については、一昨年度から本校では、「家庭学習のてびき」を作成・

配付し、家庭の協力を得ながら取り組んできた項目である。また、「あいさつ」も数年

来本校の努力目標だった項目であるので、今後も定着するように取り組みを続けていき

たい。「学校が楽しい」の高評価は喜ばしいが、Ｃ・Ｄ評価の児童も少数だが存在する

という事実を重く受け止めなければならない。 

 

 

２ 項目ごとの評価結果（達成状況・改善策） 

Ⅰ 学校教育目標に関して・学校経営について   Ⅱ 学校運営について 

 

 

達 

 

成 

 

状 

 

況 

 

 

・学校長から本校の実態を踏まえ、学校教育目標の提案が行われた。校長の経営方針の下、

充実した教育活動が行われている。 

・新年度、各自新しい校務分掌でスタートした。１学期は、学校運営上自分の分掌がどのよ

うに機能しているか、確かめながらの教育活動であり、それぞれの役割が不明確な部分も見

られた。 

・職員会議に関しては、職員の異動が少なかったせいか、それぞれの提案に対して新鮮味に

欠け、消極的（受け身）になった傾向があり、それが職員間の共通理解の不足や低い評価に

つながったと思われる。 

・昨年度に引き続き、防災（防犯）マニュアルを策定し、「非常変災マニュアル」も各家

庭に配布してあるが、災害に対する教職員の意識は低くなってきていることが、浮き

彫りになった。  

 

 

改 

 

善 

 

策 

 

・年度末の人事異動は、ほとんど異動がなく、４月から順調にスタートすることができた。

使命感を持って意欲的に職務を果たそうとする職員が多く、職員全員で学校教育目標の共通

理解を図り、教育活動が行われてきた。今後は、個々の役割を一層明確にし、職員会議だけ

ではなく、朝礼や終礼の機会を利用し、職員間の連携を図りながら学校運営をしていく。 

・ＰＤＣＡサイクルの実行に関しては、各行事等の終了後にアンケートを実施し、課

題を明確にした上で、次回の計画に生かすよう努める。 
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Ⅲ 学習指導について（児童用アンケートの結果も含めて） 

達 

 

成 

 

状 

 

況 

 

 

 

 

 

達 

 

 

成 

 

 

状 

 

 

況 

・教師の自己評価Ⅲ２「学びの意欲を喚起する授業」については、「Ａ・Ｂ評価」の合計は

１００％だが、積極的に行っているという「Ａ評価」の割合が下がってきている。 

 

Ⅲ４「個に配慮した授業」についても、ほぼ同様な傾向がうかがえる。 

 

２つの項目とも、「Ａ評価」が市の平均より上回るような積極的な取り組みが望まれる。 

・Ⅲ９「年間計画に基づき、児童の実態に即して道徳の指導を行っている」が前回を「１７

ポイント」上回っており、指導の改善を常に行い、常に意識を高く持っていることが表れて

いる。 

Ⅲ９ 

 

・児童のアンケート結果、１０「質問や意見を言っているか」の項目は、以前から本校児童

の課題だと言われ続けてきた。相変わらずＡ評価の割合は、市の平均を下回っている。 

１０ 

 

・児童の１２「学年の目標時間の勉強をしているか」を見ると、本校児童の場合、「Ａ」と

答えた子の割合は、市全体よりも若干少ないが、「Ｂ」と合わせると、市よりも４ポイント

高かった。Ｃ＋Ｄの割合は１８％であり、今後も、「Ｄ」と回答した５％の児童の指導が引

き続き必要になる。  
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改 

 

善 

 

策 

 

 

 

 

・学習の場面や学校生活全般においても、本校児童は、積極性に欠けると言われてきた。そ

こで、ここ数年、校内研究でも取り組み、授業では「自分の考えを発表する機会を増やし、

子ども達の考えを引き出す」ことに重点を置いている。「継続は力なり」の言葉のとおり、

日々の授業の積み重ねで児童が向上的に変容することを願っている。また、校内研究のテー

マに「豊かな表現力の育成」を掲げ、全職員で基礎・基本の充実をもとにした表現力の育成

を目指している。 

・一昨年度の学校評価の結果（家でまったく勉強をしない児童が７％存在し、約４割の子が

家での学習時間が30分未満）を受けて、学校全体として「家庭学習」の定着を目指す取り組

みを始めた。今年度も職員会議で共通理解を図り、学年の目安として、学年×１０＋１０

分くらいの家庭学習の時間を設定している。年度の初めに「家庭学習の手引き」を全

児童・全世帯へ配布した。取り組みを始めて３年目だが、家庭学習の「学年の目標時

間」を８割以上の児童が達成している。反面、「Ｄ評価」の児童も５％おり、今後と

も家庭と連携して指導を継続し、この項目の結果を見守っていきたい。 

Ⅳ 生徒指導について（児童用アンケート結果も含めて） 

達 

成 

状 

況 

・「生き方教育（キャリア教育）」については、Ａ評価が市全体の結果よりも低い。自信を

持って取り組めるようにする必要がある。 

・「問題行動の早期発見・早期対応」及び「職員間で生徒指導上の課題を共有した対応」に

ついては、市全体と比べるとＡ評価が低い。 

改 

善 

策 

 

・「キャリア教育」については、常に全体計画を意識し、学校教育全体で行われるようにし

たい。 

・家庭や関係機関との連携が図られるよう、情報を整理し、生徒指導部会や特別支援

教育校内委員会等で組織的に対応していく。 

Ⅴ 地域との連携について   

 

 

 

達 

 

 

成 

 

 

状 

 

 

況 

 

・地域との連携の項目では、Ⅴ３「たよりやＨＰを通して広報している」について、自己評

価ではＡ評価が９０％に近い高い評価であった。ここ数年、ＨＰをこまめに更新しているこ

とを評価した結果である。 

・Ⅴ１「地域の人材や施設を活用し、地域の教育力を生かす指導を行っている」とⅤ２「学

校に対する要望や意見を聞く機会や情報収集を行っている」の項目で市全体と比べると、 

「Ａ評価」が少なく、教師の自己評価からは、地域や家庭との連携のもとで指導していると

いう実感が薄いようである。学校内の分掌や立場の違いから、このような自己評価結果に

なっているものと思われる。  

Ⅴ１ 

 
Ⅴ２ 
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改 

 

善 

 

策 

 

 

・校内の分掌や立場の違いが、保護者や地域からの要望・情報収集の仕方にも影響するので

このような評価結果になったのだと思われる。担任は、学年部会や家庭訪問、個別懇談など

あらゆる機会で保護者や地域の意見を聞くことも可能である。 

・引き続き学校だよりやホームページを使って、学校の教育活動を地域や保護者に知らせて

いく。これまでどおりホームページの更新回数を増やし、タイムリーな話題を載せるよう心

がける。また、親しみを持てるように内容をさらに工夫していく。担当だけに負担がかから

ないように、題材の提供や取材の協力を行う。 

 

Ⅵ 学校の特色に関して  （児童用アンケート結果も含めて） 

 

 

 

達 

 

 

成 

 

 

状 

 

 

況 

 

・読書活動に関して、教師の「Ａ評価」は減ったものの、読書指導を積極的に行っている 

（Ａ＋Ｂ：１００%）。児童の読書に対する気持ちも前向きで、約９０%の児童は、「読書

が好き」と答えており、「Ａ評価」が増えてきている。 

教師 Ⅵ３ 

 

児童 ２４ 

 

・児童２６「親子で一緒に本を読むか」については、「Ａ評価」は増えてきているが、まだ

「Ｃ・Ｄ評価」の児童が６割を超えているのが気になる。 

・児童１７「地域の人と出会ったらあいさつをしているか」では、前回よりＡ評価が増え

て６９%となり、市全体よりも６ポイントほど上回った。 

 

 

改 

 

善 

 

策 

 

・引き続き図書だより等の一部を使い、保護者に対しての情報や意識改革のための資料提供

を行う。 

・夏季休業中に「おうち読書」の取り組みを行っている。 

・あいさつに関しては、防犯パトロール隊や地区懇談会等、地区や保護者対象の会議の折り

に「声かけ・あいさつ運動」の推進をお願いしてきている。大分改善されてきたので、引き

続き大人が見本となるよう、あいさつ・声かけ等を地域・保護者とともに協力して行ってい

く。 

・児童会の「あいさつ運動」と連携して継続して指導していく。 
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３ まとめ 

 

〈成 果〉 

・昨年度の学校評価から次の点が課題として上がっている。  

①「家庭学習の時間」を定着させることと、「まったくしない」と回答した児童の指導を引

き続き行う必要がある。 

②「保護者や地域の願いに応えるため要望等を聞く機会などを設け、情報収集を行っている」

は、それぞれの立場、分掌で情報収集を積極的に行うことが必要である。 

 ③「学校が楽しい」に「Ｄ評価」をつけた児童へのフォローアップの体制づくりをす

る必要がある。 

 

・①に対しては、「家庭学習の手引き」を家庭へ配布するとともに、学年・学級懇談や

個別懇談等の話題として取り上げ、引き続き家庭の協力を得ながら、学習習慣の定着

を図りたい。 

・②については、担任と保護者との日々の電話や連絡帳のやりとりからも情報を得て、

スピード感を持って対応していきたい。 

・③については、新年度、各クラスとも学級担任と児童の人間関係を築くことからスタ

ートし、学級経営を行ってきた。また、「Ｑ－Ｕ検査」の結果を分析し、各種調査の

結果を踏まえ、児童の実態把握に努めた。 

 

〈課 題〉 

・後期に向けて、「家庭学習の時間」を定着させることと、「まったくしない」と回答

した児童の指導を行う必要がある。 

・Ⅴ２「保護者や地域の願いに応えるため要望等を聞く機会などを設け、情報収集を行

っている」は、それぞれの立場、分掌で情報収集を積極的に行うことが必要である。 

・「たのしい学校づくり」を推進する一方で、学校生活に不安・不満がある児童の把握

に努め、情報を共有し指導に当たらなければならない。 

 

 


